
概要説明書

(単位：千円)

■ 直接実施

□ 委託業務 （委託先： ）

■ 補助金 【 ■ 直接 □ 間接 】 （補助先： 実施主体： )

□ その他 （ ）

(a)

(b)

【事務の流れ】
申請受付→書類審査→交付決定→交付決
定通知郵送→支出負担行為書作成→支出
命令書作成

【その他】
　上記補助事業の周知。町ホームページや
広報による周知。

【２３年度実績】
８８件、　11,035,500円

事業費・経費　計 12,00011,035

体系コード ４２１１１－０１

本事業・経費に係る費用の計
(a)+(b)

11,670

平成24年度
予算額

12,000

主な事務の
内容とその額

平成23年度人件費相当額　(算出根拠については、事務事業評価シートを参照) 635

事務事業・事務経費名

主管課等

勤労者住宅資金利子補助事業

産業振興課労政担当

実施方法
勤労町民 町

事務 詳細内容
平成23年度
決算見込額

11,035
住宅融資の利子の補助
事業

【補助対象者】
　住民基本台帳に登録され、かつ事業所に
勤務している方で、中央労働金庫から自己
が所有し居住する住宅の資金の融資を受
けた方
【対象借入額】
　50万円以上。ただし、補助対象額は600万
円を限度とする。
【補助率】
　借入額の3％以内
【補助期間】
　4年以内
【申請方法】
　申請書に関係書類を添えて、毎年１月に
中央労働金庫を経由して提出する。
【関係書類】
・住民票の写し
・事業所在職証明書
・登記事項証明書又は建築確認通知書
・利子支払額証明書
・委任状



概要説明書

35件 1,595千円

特記事項
（事業の沿革等）

補助開始年度　：　昭和５４年度

事業等の必要性
（事業規模の縮
小や休廃止した
際の影響等）

地域経済の安定と発展のためには、人口流出の防止と、勤労者の定着による税収確保が必要である。
勤労者人口の定着のためには、勤労者の経済的負担を軽減することと、持ち家の促進を図ることが重要で
ある。
このようなことから、住宅資金の利子補助事業については、町が積極的に取り組むべき事業と考えます。

町における
類似事業

・勤労者教育資金利子補助事業
・中小企業施設整備資金特別融資利子補助事業

24年度の状況
と今後の方針

勤労者の定住促進には、住宅取得の促進だけでなく、「町のイメージアップ」や「働く場所の確保」「暮らし条
件の確保」が必要と思われます。
関係機関や関係各課が一体となって魅力あるまちづくりを計画的に進めることが重要であると考えます。
住宅取得の促進については、近隣市町に劣ることがないよう、住宅取得時の奨励金給付事業などの検討
や定住促進施策の情報をより魅力的に、効果的に発信できるように推進していきたい。

比較参考値
（他自治体の状
況・ベンチマーク

等）

補助対象限度額

補助率

補助期間

２３年度決算

４年間

408件 20,700千円 676件 45,754千円 1,933千円２４年度予算

茅ヶ崎市 藤沢市 大磯町 二宮町

358件 15,951千円 603件 34,185千円 36件 1,703千円 43件 1,635千円

3,000千円 6,000千円 4,000千円 5,000千円

３％以内 ３％以内 ３％以内 ３％以内

４年間 ４年間 ３年間



【Ｐｌａｎ - 計画】

（２）事務事業の概要
□ ■ 昭和 53 年

□ □ □

■ □

平成２３年度

100 100 80 80 80 80
目標値

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

成果指標（単位）、または数値化
できない成果

利子補助金交付申請件数（件）

成果指標等の設定理由
できる限り多くの方に利用していただくことが理想なので、申請件数を成果目標とする。

目標値設定の考え方 過去の申請件数を勘案した数字

目
的

対象（誰（何）のために） 寒川町の住民基本台帳に記載されていて、事業所に勤務しており、中央労働金庫から住宅融資を受けた者

意図（どのような状態にした
いのか）

住宅融資を受けた勤労者に対して、労働金庫に支払った利子額を補助することにより、住
宅取得を促進する。

（４）成果指標

ソフト事業 ハード事業

（３）事務事業の目的

項 勤労者対策の充実

事業
内容

勤労者の持ち家促進のために、住宅資金の利子
補助を行う。小項目 就労環境の充実

細項目 勤労者福利厚生の充実

重点プロジェクト いきいき 環境 にぎわい

事業区分

寒川町　　平成24年度事務事業評価シート（平成23年度実施事業）

事務事業名 勤労者住宅資金利子補助事業 体系コード 51412-01

主管課・担当名 産業振興課労政担当 根拠法令等 寒川町勤労者住宅資金利子補助要綱

課長 中嶋　利弥 担当者 秋庭　浩子 科目コード 01-05-01-01-001-02

（１）総合計画上の位置づけ
章 魅力ある産業と活力のあるまちづくり 事業

期間

開始年度 平成

節 まちの特性を生かしたふるさとの創造を図ります 終了予定年度 －

【Ｄｏ - 実施】

目標 実績 目標 実績 目標 実績

80 93 80 82 80 88

目標 実績 目標 実績 目標 実績

16 15 16 12 16 25

1,800 1,173 1,800 1,250 1,800 3,481

予算 実績 予算 実績 予算 実績

12,950 11,379 12,950 11,081 12,000 11,036

11,377 11,379 9,485 7,649 3,600 6,941

1,573 3,465 3,432 8,400 4,095

719 719 705 664 635 635

0.10 0.10 0.10 0.10 0.10 0.10

7,191 7,191 7,054 6,637 6,353 6,353

13,669 12,098 13,655 11,745 12,635 11,67112,664総事業費 17,634 16,507 16,613 15,689 12,159

内
訳

投入人員 0.50 0.50 0.50

92.0%

人件費 3,678 3,678 3,663 3,663 705 664

0.50 0.10 0.10

平均給与額 7,355 7,355 7,325 7,325 7,054 6,637

国県支出金 1,573 　

執行率 91.9% 92.9% 87.9% 88.4% 92.3%

その他

直接事業費 13,956 12,829 12,950 12,026 11,454 12,000

財
源
内
訳

一般財源 13,956 12,829 11,377 12,026 11,454 8,568

3,432

使用料・手数料

（３）事業費　（単位：千円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

予算 実績 予算 実績 実績 予算

16

新規補助金額（千円） 1,960 1,867 1,867 1,828 1,670 1,800

新規補助申請件数（件） 22 20 20 18 19

利子補助金交付申請件数（件） 100 110 100 94 90

平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

80

数値化できない成果の達成状況

（２）活動指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

（１）成果指標

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度
指標（単位）

平成1８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

目標 実績 目標 実績 実績 目標

100 100 80 80 80 80
目標値



【Ｃｈｅｃｋ - 評価】

（１）前年度評価シートの改善内容の実施状況

（２）事務事業の評価

■

□

□

■

□

□

■

□

□

県内及び近隣自治体との制度比較から、効率的な事業執行

成果は十分とはいえ
ない

成果は上がっていな
い

・事務事業は効率的に

県内自治体の実施状況からも、町でも積極的に実施すべき。

・町が実施しない場合
の影響は

町が行った方がよい

・町民との協働は進め
ているか

町が行うべき必然性
が低い

有
効
性

対象者の満
足度や事業
の達成度は
どうか(成果
指標の状況)

・目標の達成度
・成果の向上
・活動内容は適切か

十分成果が上がって
いる

社会的情勢などにより、利用件数に大きな影響が出るが、一
定の成果が出ていると判断できる。

妥
当
性

事務事業を
実施する必
要があるの
か

・必要な事務事業か
・事務事業のニーズは
・事務事業の公共性は
･社会環境変化

妥当である 近年の社会情勢により、利用件数に増減はあるが、勤労者の
持ち家促進のためには欠かせない事業である。どちらかと言えば妥

当である

あまり妥当ではない

町が主体と
なって実施
する必要が
あるのか

・町が実施すべき事務
事業か

町が行わなければな
らない

評価の視点 評価のポイント 評価 理由

平成２３年度の改善予定 平成２３年度の改善結果

妥当性

有効性
新規申請件数により、制度内容等の検討が必要 新規件数の増加により事業は順調に進んだ。

効率性
県内及び近隣自治体の動向にも注意を払う必要が
ある。

近隣自治体の動向など変化はなく引き続き注意を払って
いく。

■

□

□

【Ａｃｔｉｏｎ - 改善】

（１）事務事業を進めていく上での課題、解決に向けての改善内容

（２）事業の今後の方針（課長による評価）

□ □ □

□ □ □

□ ■ □ □

理由

成果指標の目標 高める 設定どおり 下げる

効率性

県内及び近隣自治体の動向にも注
意を払う必要がある。

活動指標の目標 高める 設定どおり 下げる

理由・内容
今後も現状の方向性でよい。

理由

事務事業の方向性 方法改善 現状維持 縮小・廃止・終了 統合

妥当性

有効性

新規申請件数により、制度内容等の
検討が必要

県内及び近隣自治体との制度比較から、効率的な事業執行
がなされている。

適切だが改善の余地
がある

効率的でない

課題 平成２４年度以降

○新規申請件数により、制度内容等の検討が必要
○県内及び近隣自治体の動向にも注意を払う必要がある。

効
率
性

事業費に無
駄はないか

・事務事業は効率的に
行われているか
・コストの節減
・実施手法
・受益者負担

適切である

部長確認 木　内　　幸 確認日 2012/6/27



概要説明書

(単位：千円)

■ 直接実施

□ 委託業務 （委託先： ）

■ 労働講座補助金

【 ■ 直接 □ 間接 】 （補助先： 実施主体： )

■ 勤労者福祉事業補助金

【 ■ 直接 □ 間接 】 （補助先： 実施主体： )

■ メーデー補助金

【 ■ 直接 □ 間接 】 （補助先： 実施主体： )

■ 湘南地域労働者福祉協議会補助金

【 ■ 直接 □ 間接 】 （補助先： 実施主体： )

□ その他 （ ）

旅費

使用料及び賃借料
　労政問題懇話会の委員の資質のために
実施された浜岡原子力館の視察研修に伴
う自動車借上料（H23.11.25）

　勤労者福祉事業に携わる県下市町村の
課長会議や担当者会議の出張旅費

事務事業・事務経費名

主管課等

勤労者福祉事務経費

産業振興課労政担当

69

実施方法

湘南地域労働
者福祉協議会

湘南地域労働
者福祉協議会

事務 詳細内容
平成23年度
決算見込額

9

0

体系コード

平成24年度
予算額

7

湘南地区大会
実行委員会

湘南地区大会
実行委員会

労務安全衛生
協会

労務安全衛生
協会

労政問題懇話
会

労政問題懇話
会

う自動車借上料（H23.11.25）
　労政問題懇話会とは、労働問題に関する
主要な施策について協議し、労働行政の推
進に寄与するのため、寒川町とその地域労
働団体の代表により組織されている。
　その事務局が産業振興課となっているた
め、バス会社との契約から支出事務までを
行った。

　労働災害防止対策の強化を図り、効果的
な事業活動を積極的に推進する安全衛生
協会の労働講座に補助金を交付している。

負担金補助及び交付金
（労働講座補助金）

　労働者や地域住民が結集して、働くもの
の団結で生活と権利を守り、平和と民主主
義、中立の日本をめざす目的で開催される
メーデー湘南地区大会の実行委員会に補
助金を交付している。２３年度は東日本大
震災の影響により中止のため支出はない。

負担金補助及び交付金
（メーデー補助金）

負担金補助及び交付金
（勤労者福祉事業補助金）

　労働問題に関する主要な施策について協
議し、労働行政の推進に寄与するのため、
寒川町とその地域労働団体の代表により組
織された、労政問題懇話会に補助金を交付
している。
　また事務局が産業振興課となっているた
め、会議の資料作りや事業の段取りまで
行っている。

6001,200

30 30

主な事務の
内容とその額

0 120



概要説明書

0 50

50 50

(a)

(b)

　藤沢市、茅ヶ崎市、寒川町に在住、在勤、
在学する障がい者のスポーツ振興を図ると
ともに、本競技を通じて心身の鍛練及び参
加者相互の交流を行うことを目的に開催さ
れる湘南地区障害者卓球大会の実行委員
会に対して負担金を支出している。
　神奈川県市町村振興協会広域助成金を
活用したため、23年度の支出はない。２４年
度も申請予定。
　大会の運営を行うとともに、幹事の年には
事務局を担うこととなる。23年は幹事となっ
ている。

本事業・経費に係る費用の計
(a)+(b)

3,849

平成23年度人件費相当額　(算出根拠については、事務事業評価シートを参照) 2,541

事業等の必要性
（事業規模の縮
小や休廃止した

　地域経済の安定と発展のためには、人口流出防止と、勤労者の定着が必要である。
　勤労者の定着のためには、勤労者の豊かな生活を実現することが重要である。
　このようなことから、勤労福祉を担当する県下市町村との情報交換や労働福祉団体及び労働団体が実施
する各種事業を充実し、勤労者の福祉を増進していくことについては、町が積極的に取り組むべき事業と考

事業費・経費　計 7571,308

負担金補助及び交付金
（湘南地域労働者福祉協議
会補助金）

　地域における勤労者の福祉活動を推進し
ている湘南地域労働者福祉協議会に補助
金を交付している。

【上記補助金交付事務の流れ】
申請受付→書類審査→交付決定→交付決
定通知書郵送→支出負担行為書作成→支
出命令書作成→実績報告書受理

負担金補助及び交付金
（湘南地区卓球大会負担金）

特記事項
（事業の沿革等）

【補助開始年度】

労働講座補助金　：　昭和５６年度
勤労者福祉事業補助金（労政問題懇話会）　：　昭和５４年度
メーデー補助金　：　昭和４６年度
湘南地域労働者福祉協議会補助金　：　平成９年度

小や休廃止した
際の影響等）

する各種事業を充実し、勤労者の福祉を増進していくことについては、町が積極的に取り組むべき事業と考
えます。

町における
類似事業

なし

比較参考値
（他自治体の状
況・ベンチマーク

等）

メーデー補助金（２４年度予算）
茅ヶ崎市634,500円
藤沢市612,000円
大磯町60,000円
二宮町80,000円

労働者福祉協議会補助金（２４年度予算）
茅ヶ崎市100,000円
藤沢市258,000円
大磯町10,000円
二宮町40,000円

24年度の状況
と今後の方針

　勤労者の定着には、勤労者の豊かな生活を実現するだけでなく、「町のイメージアップ」や「働く場所の確
保」「暮らし条件の確保」が必要と思われます。
関係機関や関係各課が一体となり、町民の協力も得ながら魅力あるまちづくりを計画的に進めることが重
要であると考えます。
勤労者福祉の促進については、近隣市町に劣ることがないよう、中小企業の福利厚生の向上を図るための
事業を検討するなど勤労者福祉のバックアップを推進していきたい。



勤労者住宅資金
利子補助金

【石回委員】
利子補助について具体的数値

を使って一世帯あたりの一般的
な補助察の計算式を示してほし
い。

別縄「刃豪(第3祭 F4係)」参照

【石日委員】
利子補助は国または県t一部

負担しているのか?

国や県が対象者に対して 箱助することはあり
ませんが 町が補助している分について 日の

予算の範囲内で社会資本整備結合交付含が交
付されています。

【生回委員】
抵金利が今後も継続すると予想

されます。補助率の見直しましま
すか

要綱ては 実際に支f4つた利子額と比較して
少ない方の競を補効することになつているので
現状では見直しま考えていません

【生日委員】
補助は借入領の割合でなく支払

い金丹の割合で支給すべきて
は 。

融資額のうち000万円までを補助対象としてい
るため 支払い金利の割合で支給するとなると
支払い金利のうち100万円までの分とそれを超
える分とを投分することこなり 事務が煩■tにな
ります。
また 器助を受ける側からすると1含け入れた額

に応じて補勁限度領が一日でわかつたほうが
家にでの経済的な計画などが立てやすいと考え
ています

【吉口委員〕
利子お助を受ける者に対して所

得制限や年令制限があるのか。
ありません。

【吉日委員】
なぜ中央労働金庫なのか。

中央労B峨 庫は 働く人の福祉金融機関とし
て発足し 機能している含敵楼間であることと
動労者の向けの制度ということで 申請のとりま
とめや対象書への振込という煩わしい事務手続
きを代行してくれるため。

【書内委員】
補助手は指入額の3%以内と

なっているが 23年度の補助率
|よいくらになっていますか

別紙「別表(第3条関係)勝 照



勧労者福祉
事務経費

【石回委員】
労政問題懇話会の年間活動実

績と支出明細を示してほしい。

別紙「運営要領J「委員名簿J「事業報告J「収
支決算書J参照

【石日毒員】
比較参塔にとして地市町の労

働者福祉協議会補助金が紐織せ
れているが 寒川町には労lj者
福祉協FE会はないのか?それに
代わるものが労政問題憩話会を
のか?

藤沢市 茅ヶ崎市 寒川町のエリアに湘南地
域労働者hat協 議会が存在しています。
また 大磯町 二官町は 西湘地域労め者福

lL競護会のエリアとなつています。

【生回委員〕
労働問題懇話会とはどのような

団体ですか?又寒川町のために
何をしてくれますか?それは補助
金を出すに値いする内容ですか。

別紅「運営要領J「委員名簿J「事業報告J「収
支決算書J参照



別表 〈第3条 関係)

(単lL I円)

借 入 金 額 1″月り判子情駒麓打 入惜 金 額 1,月0印子出輸奎ほ

500, 000

600, 000

700, 090

800, 990

900. 900

1 100

1, 300

1, 600

1, 800

2)000

3, 300 000

3, 4011, 000

3, 500, 000

3 600, 000

3, 700, 000

71 600

71 800

81 000

8, 200

81 500

1. 000, 000

1, 100, 000

1, 200, 000

1, 300, 000

1 400, 000

2 300

2, 500

2, 700

2, 900

3 2110

3, 800 1100

3 9001 000

4, 0001 000

4)100, 000

4, 200 000

8, 700

8 900

91 200

9, 400

9, 600

1 500, 000

1, 600, 000

1 700, 000

1, 800 000

1 900, 000

3 400

3, 300

3 900

41 100

4 3110

4 300 000

4ぅ 400, 000

4)500 000

4 600, 000

4, 700 000

9

10,

10,

101

10,

1 1 ,

1  1 ,

1  1 ,

1 1 ,

1 1 ,

1 2i

12i

1 2,

1 21

1 3,

9011

100

300

500

800

000

200

500

700

900

200

400

600

900

190

2, 000, 000

2 190, 000

2 200, 000

2, 3011ぅ  000

2 400, 000

4,600

4, 800

5 000

5, 200

5 500

4)800, 000

4, 900 000

5 000 0011

5ぅ l l1 0, 000

5. 200 000

2, 500, 000

2,609, 000

21 700, 000

2, 800, 000

21 900, 000

5, 700

5 900

6 290

6, 4110

6 600

5)300, 000

5)400, 000

5, 500 000

5, 600 000

5, 700 000

3, 000, 000

3, 100. 000

3 2001 000

6ぅ 900

7, 100

7 300

5, 8011, 000

51 900, 000

6, 006 6110

131 300

13, 500

13, 8011
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◆住宅資金利子補綺 Jヽ度とは、〈中央ろうきん〉住宅ローンを利用

方に対して、自治体から補助金が支結される制度です。

し一定の要件を病たした

◆住与資金利子捕綺制度は、各市町内に自己居使用の住宅を新築、増(改)築、

購入する方が対蔑となります。

●申詰手続きるよび申請音類等の詳しい内容は、く中央ろうきん〉紳キ川地区

営業店 コーンセンター コンサルティングブラすへお問い合わせください。

202年 4■ ヽ印現在



0住宅賞金利手禍指胡度は 各自泊体の手"決定IEより表海されておりますの“ 利子福おの内害 価 &書 氏

0下表の 「利子縄おゆ内ヨ」ば鴨鶴倒 E8ほ されている 「荷 ⑩ ど定める1か月あたりの指定額 (約

0下雲の 「年E福お額 (上限助 Jの 「市お的 は 各自出体汀定める上限釜額であり、実際の補お笛とは只な1

0-部 の自泊体 〈慣浜市 川BR5など)では 利手福鶴樹霞は実施されておけません。
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金利子補給制鹿
最限度額 橋 結l18簡 拍 御 率 南 舗 など)=主 憂が生しる場合があります 予 め=子 Flください

」及び r申お年度Jは  3自 泊体=よ り実なります

)ます。実際の櫛鶴 は こ 自91t汀定める方法により算出されます

自
〓
ｒ
‘

ヨ  谷  = 申 革 こ
牙Jヨ 隠 樽 0内 S 年間福臨臨 l■配碗

対attEE額 II=隠 臨営:J= 隔 塙  顧 暗入顛 鶴 預

座

向

ヽ

市|■モどにし,4所 t l
l l iる,

f I  A
■京

ど親膏・
5uコ万円 11

ⅢⅢⅢ
Ⅲ Ⅲ

'キヽ4子情培品を「将吊珠堀酷Ⅲ!コ・・
OD万 円 11100円

12。。

「1 0 0

4 0 0

Ⅲ6000

7●100

10,100

500 13●80D

盗
臣
所 Ａ

Ａ
印

【
″
～

ヤ
ヽ
■

ⅢⅢ 7■ 31ト に「
向

■
■ :協議 六十町flJ督'品flズ苔堺」瑞!杯

ヤⅢ資拘4F何さ上 Jる Jお 「ヽ々】荷■亡内●′ユイ!
!神 / ;けiメコrm  F i "“Ⅲてビ』■市 =ヽれ ,

lDO万 円 2●000日

2D0 12S00

00C 71,00

“00 105200

501 10■100

凝

J

町

Fr向【
■い■
十ⅢⅢ ⅢⅢ
X打 ネ
叫に
ち,

Ａ

ネ
旺

■
“
れ

所
「
ど

IⅢⅢエ ,i
■■■
■ !J

●1■t 'ち 1 4Ⅲ あた," i t“ 1 ,スⅢ■ とは,「
当4■ )イ 申if iビ向"「 述"女

OD万 円 21″00円

200 54000

000 01 101

400 100200

う00 106000

車

力|

町

可内 こFt ,■ 末“に切
"十 ■方

人

本
い

■
ユ
わ

ｉ
「
ど

ill■ ● i■ ■
内

，
Ｌ

■● デ す1■ ,■1 0“ 1 1 n円 " l b″■■)

靴件浄‖賂 融
tコネ・.Ⅲ加・H寸取

100万 円 2■000円

?D0 ||,00

000 3 ■々00

“00 110“00

100 13つ000

100 105100

大

磯

町

Ⅲ「Ⅲに■向け■V市 ス よ
IX  F rに例Ⅲ,■ 方

入
交
啄

【
“
拘

打
町
と

“uo わ |, ) ●
ⅢⅢ■
, ■ !格笹静1有馳甜偶肯鵜 ,

コ「莉市i村0三 ,削 |‖入●汽 |

i00万 Pj 27●00円

200 10コ00

000 B4000

400 11 4SOI

富

“

ⅢⅢに=tiう 勁"“ り,
人

来
は

長
‘
”

ｉ
ｍ
な

JOI,F コi
■
,

,
lⅢ

“
“

“巾中帥”的

，
●
Ｏ
Π
４

””ｍ””

■

１

，
ヤ

100万 円 2子000円

150 4●10D

200 35200

250 60“00

000 02お00

,

外

町

切
　
」

ヽ
　
ヤ
一

町
材
≡

打ヨ
コ““
遭れいス

500,ロ ii
中1 キヽr内 o■ ■fJ!打 XiⅢⅢ ⅢIス4瀬 わiⅢ十Ht■ヤ“
日【部を1■■■■ よ「Ⅲ:IⅢ l向 "■ ■莉tJヤ "iX
I子 十ヽ■■“はに打■=穴=輌 Ⅲ 中in伺本■`者 ■|

友

チ

印

コ内にF十 しⅢ ,■ ,
tifⅢ 卜節"十 ち"

i栞
おヒ売
ど材IⅢ入

101 万Fi 3■
Ｆ

， 1句

末ういす■■,■ t=瀬  ⅢⅢl rI■村切僣モ)
1,|せ Ⅲ■11Ⅲ,t,す itt輌γ■Ⅲl l内|,店tl茸
i tti神■【Ⅲ,=IJ■ 部rl大■納ⅢⅢl■hl柿Ⅲ(
はE瀬 を 卜回るサⅢ4工 ,i“,Ⅲ Ⅲ。,,″ IF,Iイ
=“i打 奇ヽ■限rN・ H入立部Ⅲ

100万円 11700日

200 07●00

100 10400

“00 75200

50D 04000

な

０

町

mヽ に■亡しⅢⅢ Ⅲ ■Ⅲ
tl  i ,■帥“すを,

人
■
明

本
ま
れ

打
高
「
と

0  1 J O万「
loガrlⅢに)

|(
!!12■
■ 高

0つ00万 円 00つ00●



ｅ
者
■
‘

対 象 を 轟
S S

和 子 括 橋 の 内 g 年間網指顛てと畷例)

対ヨ畷度醸 lrB期間 摘翻 摩 寝 臨 憲 信人査臨 H8塙憲

山

"し

町

町内 =L向 し■ヽ市■切
,Ⅲ る, ■ ●|(白十it
itT■ る方
ヽ町■,iサⅢⅢ,Ⅲ Ⅲこと

ⅢF■
,ま ヽ
どすヽい入

5(1)万IJ Ⅲ ■
|

, !

とココ!" !  ■ l r●■章●ち (1慎“Ⅲ,ⅢⅢ /

●えⅢI イ|■ ' ' 1 ) 500万 円 。。p。。円

切

蔵

可

,内 に'に し向―“'■所
tt■“上Jヤ ■ち,

所卓
Jt卓
どうい六

In,日 |
i l !

Ⅲ

，
一
内

(う十f,,す ● ■ 拒 OⅢ!■ F【ⅢⅢ「)

|,|■t'そ |"ⅢⅢセⅢ Ⅲlit'■ⅢⅢt■1,うにせIH
l中ユ■ 4市り'“ 111!析十は入十“■打す拓t↓ ■
Ⅲにヽ=|卜 ち!H●||■ 卜Ji,卜 ●,111=断 X

コF■ ヤiコ“"〔ビ打■ti■ 瓶 |

00万 円 10720円

200 ,75S0

000 10コpp

箱

相

町

,内 t F■ するF rコ:コ: 1 1

“nⅢ円, |ぃ ,
X町 庄●rⅢ Ⅲ■tと と

■京iti「 寓Ⅲ
ll l11
●i車 ⅢⅢ Ⅲ″
上 1ヽ5■iヽ
!ち,i
せヽ コえitri
iⅢI■●Ⅲl
コ京,11と :
='(■ ■ちヽ
t■十t(F IⅢ
 ヽ■,十

1せい 十ヽせⅢt
コ■:■Ⅲ!t
l l l

いIⅢい,十日 i

要

ⅢⅢ

町

■内ti t t L l■ Tに 引
Mi■ ケ
X“ 「●●‖4わ な十二!

市■
町じ軍
十t,‖十!l L)

ど,叫 ス

こuo Ⅲ Ⅲ 十ト
■ Jヽ

,「 句

|

1 0 p万円

IEI:1■||!吉半11貫,|‖!協搬R20D
!■市ⅢⅢ■Ⅲ,■■コ!笥 十十i人を航ⅢⅢ予lF ヤヽ1“13 0 D

付1掃名キ【漬モ;17Ⅲl輔Pう
・・―Ⅲ■いヽ+40p

1 500

11100円

2子00D

“OSOp

l“00p

lISCD

鶴動打車者 幅助索岳 幅お郷周 幅助査頓

種
坂
貿
市

“コ4に,iす るⅢ■イ"■ 1 市 句t亡 二十●■ せ li,|■ tを打■ Ⅲ
ま■ ス =R■ 4■ 1■ !せて 'オ (■●=Ⅲ, 中 !■ ■■イi li■ ■|
に[,大↓モせ宮イ"打 十■F■ 1■ を ■ヽ4(■ う■
ⅢⅢ tヽiじ ■P,tiキ )●■年!!Ⅲ てj 布 ユ|',■ =■ ■■!ⅢⅢ十
■!! =十

ⅢⅢ■|=tFi官 ■ら にて言十■点↓i(=rt■ は,
■ⅢⅢ17■■卜IⅢいⅢ立=と コヽⅢl1 1!■に■罰1011
万コ |コよ■=ⅢⅢ ⅢFI叫 卜,す■(イ '
■■ヽ■11■1を'' 11■ i?■ =|■ こと'1`IF■

0年
250図 円
■欧 年臨)

所

市

!景fi!帝:;軒キ1告,とF[i予171】||lf!f」
 暑ギ

ー
暑協|;!|lt号株どこ培爺Ⅲ■r!ュを前島品

rl■
1埠TⅢ

洵・に煎t■"■i ⅢⅢⅢⅢⅢtt…ⅢⅢ卒1揃骨【排!十1料ど」“=“r….
0年

2う0 0 0円
■壊(年臨)

コンサルティングブラサ横浜

横  見   支   店

新 横 浜 支 店

新機浜 日―ンセ ンター

杉  日   支   店

星   川   支   店

戸 塚 支 店

戸 塚 ロ ー ンセ ン タ ー

1宮 浪  支   店 T E L 0  4 5 ( 6 6 1 ) 1 5 1 1

T E L 0  4 5 ( 4 0 1 ) 3 6 0 1

r E L 0 4 5 ( 5 2 1 ) 0 7 2 1

T E L 0 4 5 ( 4 7 6 ) 7 5 7 5

T E L 0 4 5 ( 4 7 6 ) 7 5 8 5

T E L 0 4 5 ( 7 7“ ) 1 2 1 2

T E L 0 4 5 ( 3 3 1 ) 1 5 5 1

T E L 1 4 5 ( 3 1 1 ) 2 1 1 1

T E L 0 4 5 ( 3 8 1 ) 4 0 3 1

T E L 0 4 4 ( 2“ 均)8 3 3 1

T E L 0 4 4 ( 7 3 3 ) 0 1 6 1

T E L 0 4 4 ( 0 0 0 ) 1 1 1 1

T E L 0 4 4 ( 7 3 3 ) 0 9 1 3

T E L 0 4 4 ( 2 7 7 ) 3 2 1 1

T E L 0 4 6 ( 0 2 3 ) 1 7 7 0

ヤ椋須賀 日―ンセンター

十六  船   支   店

ヤ藤 沢 支 店

*藤 沢 日― ンセ ン タ ー

*矛  ヶ  崎  支  店

*平 塚 支 店

平小 日 原 支 店

Ⅲ大 tt 山  支  店

*秦 野 支 店

Ⅲ相 模 康 支 店

Ⅲ相模大野コーンセンター

Ⅲ座  問   支   店

Ⅲ厚 木 支 店

Ⅲ厚 本 田 ― ンセ ンタ ー

■愛  川   支   店

T E L 0 4 0 ( 3 2 3 ) 7 1 4 1

T E L 0 4 6 7 ( 4 5 ) 0 2 0 1

T E L 0 4 6 6 ( 2 7 ) 3 8 1 1

T E L 0 4 6 6 ( 2 6 ) 6 1 1 5

T E L 0 4 6 7 ( 3 7 ) 3 8 2 2

T E L 0 4 6 3 ( 2 3 ) 2 5 1 1

T E L O“ 6 5 ( 2 4 ) 3 3 2 2

T Eと 0 4 6 5 ( 7 3 ) 3 3 1 1

T E L O“ 6 3 ( 3 2 ) 3 3 1 1

T E L 0 4 2 ( 7 7 2 ) 0 4 5 1

T Cし 0 4 2 ( 7 1 0 ) 1 2 1 1

T E t  0 4 1 ( 2 5 5 ) 1 1 5 5

T E t  0 4 5 ( 2 2 2 ) 1 5 1 1

T E t  0 4 6 ( 2 9 4 ) 1 6 3 3

T E t 0  4 1 ( 2 5 5 ) 1 2 1 1

川  崎   支

中  康   支

新 百 合 丘 出 張

中 原 日 ― ン セ ン タ

川  崎  南  支

複 須 資 支

店

店

所

一
店

店



労 政 問 題 懇 話 会 運
~― h一

領

(設置及び目的)
第1条  こ の要領は、労働関係の行政を積極的に、lt進するため、害川町

とその地域労働団体の代表により、労破問題懇話会 (以下「懇話会」
という)を 設置し、その組織及び還営について必要な事項を定める
ことを目的とする。

(所草喜頂)
第2条  懇 話会は、労働問題に関する二要な施策について協議し、労働行

政の推進に寄与する。
① 労 働行政の基本計画に関すること。
② 主 要事業の計口に関すること。
③ 労 働行政の年間計画に関すること。
④ そ の他財要な事項。

(組 網 )
第3案  懇 話会の委員は、労働組台8名 及び寒川町職員2名 より構成する。

(委員の任期)
第4案  委 員の任期は4月 1日 より翌年の3月 31日 までの1年 とする。

ただし再には妨げなしヽ。委員に欠員が生じたときは、補欠委員の任
期は、前任者の残任期間とする。

(会 長 )
第5条  懇 話会には、会長をおき雲員の亘選により定める。

O 会 長は公務を総理し、懇話会を代表する。
② 会 長に事故あるとき、又は、会長が欠けたときは、あらかじ

め会長の指名する委員がその隅務を代理する。

(懇話会の招集及び会議)
第6条  懇 話会の招集は会長が招集する。

① 懇 話会の会議は、会長が議長となり委員の過半数が出席しな
ければ開くことができなしLた だし議長が必要と記めたときは、
小委員会を開催することができる。

億 見の捕取)
第7条  会 長は会議の運営上必要があると認めるときは、委員以外の書を

会議に出席させ、その説明または意見を聞くことがてきる。

(事務后)
第8条  懇 話会に事務日をおき、産業振興課が行なう。

O 事 務同は、室長の指揮を受けて懇話会の庶務を処理する。

(fFR 費)
第9条  こ の懇話会の経費は、補助金及び、その他の収入をもってこれに

あてる。

llT 則 こ の要領は昭和54年 3月 28日 から施行する。
llj 則 こ の要領は平成元年4月 1日 から施行する。
附 則  こ の要領は平成7年 4月 1日 から施行する。
附 則  こ の雲領は平成13年 4月 13日 から施行する。



平成 24年 度 労政問題懇話会委員名

平成24年 5月 10日 現在
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セイコーエプツン労組
日
Ｈ
ハ

れ
次

■
仰

“

１

■一
１
１
■一

３

を
公
↑llヽ (7j)j122

巨
Ｘ

本
〓

蜘
胆

半
刀

と
末

Ｉ西柿
円

防
也

立
弓熊坂 官 山3316

Ａ
”
Ｖ

Ａ
”
Ｖ

ｌ
４
Ｔ

９

″

て

Ｊ

７

イ 職務代理
抑ス】

▼
／

が
／」

バノ
４

７
フ

／

柿
出 大村寿夫

“

―

！一
Ｒ
Ｕ

官

］

ウ
ｔ一 1-1

助ｒ
ヽ
フ

ハ
“
口
Ｖ

ｒ
ヽ
フ

■
，
サ 職務代理

敷島製パン労組森田友唯一
之宮7-9-1 (74)1411

卸
胆

単
刀

カ
ノツ

タ

】アニユ
常
用

抑
仰

せ
付

Ｖ
九

泣
瞬

】
拒
組 |】見1919

Ａ
“
リ

Ａ
”
Ｖ

１

４

奇
【
ツ

■
′
′

組労Ｉレ
ｒ
し

，

イ

ー

古
八

「
Ｈ
Ｈ

巾
明清田

ｎ
、
υ一

サ上
十

ｒ

ｕ

片
占

■
４一

イ

■

ｎ

ン

ー
４
■

１
４
Ｔ

，
′
′

組労属金石「
Ｈ
Ｈ

併

み

内
向
Ｈ

Ｖ
Ａ

Ｔ

Ｉ

Ｉ

ツ 上田貫稔倉見3
ハ

】

″

ｒ

Ｊ

●

Ｊ

，
１

，

Ｃ

，

，
サ
′

卸
胆

単
刀

触
研

Ｉ立
は

向
Ｈ
Ｈ

防
也

は
船

巨
向

市
Ｔ 岡 田6-6-1

て

９

１
河
Ｔ

Ａ
“
Ｖ

ｒ

Ｊ

，
′
′

【敬称略】

【中」  fFtj】

職 名 氏 名 仁 所 電 話 備 考
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〔組会 会 員交流会〕

平成23年  4月 22日  18:00～  寒 川給合体育館他    2e名

【委 員  会 〕

O平 成23年  4月 22日  1 6iOO～  害 川総合体育館     10名

②平成28年  7月  6日  14iOO～  日 産工機 (株)      8名
※工場見学 i国産工機 (株)

③平成23年 10月  4日  10i30～  寒 川8」役揚       10名

④平成24年  3月 28日  14iOO～  墓 ,町 役場       11名

〔参お0事 業〕

①相槙〕美化キャンペーン

*平 成23年  6月  5日   9i00～  tB槙 ,け0)稿 下流    9名

②寒川町産業まつり
ネ平成23年 11月 20日   8i30～  さ むかわ中央公目   16名

【行政懇設会〕

町長との懇設会
米平成23年 10月  4B 12iOO～  東 分庁合 ・第1会議室 10名

【委員研修会】
*平 成28年 11月 25日   6t80～

※浜同原子力館 (新エネルギーホール)           16名

〔講   座 〕

冬川町労働講座
*平 成23年 11月 11日  18i30～  寒 川総合体言使    5 Cl名

【親獲交流会〕

①ボウリング大会

*平 成23年  6月  9日  18:30～  寒 )セ ントラルボウル 76名

②鮎のつかみ取り
*平成23年  8月 27日  10子 30～  神 川稿下流河川敷  201名

③日帰リアヽスツアー

*平成24年  1月 21日   8子 00～  伊 豆方面       85名



収  入

支  出

(草仕:日)

(単位 1円)

平成23年度「労政問題懇話会」収支決算書

(付帯事項)予算の執行についてま 会長において各ll日間の流用ができる。

【収 入 〕     〔 支 出 1    【 来年度森越全〕

1 9 1 6 0 3 3円    -  1 6 0 3 0 7 8円    =   3 4 2 9 3 5円

科 目 予 算 額 決 算 額 比 敬 説 Fヵ

補助金 1 200000 1 20o o9o 0 町笥‖1坊全

負担金 380000 332000 △ 48000 多加者負担金

ボウリング大会                ,80,0円

竹のつかみ破,             76000円

日帰レ ス`ツアー             21S000日

繰越生 39503Ⅲ 395634 0 〕年度粋赳金

年 入 21366 IS 399 △ 591F
rr生コ子                 卜 ●円

わたかし売上金             ls 2う 0円

計 200000o 1 945033 △ 5396T

科 目 当初予算鞭 予算現額 決 算 額 不 ‖J ね 説 明

会議費 100000 100000 79006 209,4 楽員会時飲み物代等      1236円

せ会'1交流会費        6,7,0円

事務費 10000 10000 7 FS6 2211 手落用品

事業安 1 66o olo 1 660000 1 416306 213 6ui ボウリング大会         19,oo2 h

ど々のつかみ取り        576346円

労働誇E           lo 3,0円

「r長との懇談会        2200o円

産業まつり          s7189日

日帰レ ス`ツアー
        543379円

研修費 100000 10,000 S〕 '30 192,0 牽員研修全☆

推 費 30000 30000 lS 250 11 760 社会福祉峰議会会費等

予備☆ 100 oOo 100000 0 100000

計 2 000000 2000000 1 6030'S 3,6022




